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158: Ｎ－メチルカルバミン酸２－ｓｅｃ－ブチルフェニル 1 

 2 

＜リスク評価一次（評価Ⅱ）に用いる有害性情報等＞ 3 

1. 水生生物 4 

優先評価化学物質通し番号 158 

物質名称 

構造 

Ｎ－メチルカルバミン酸２－ｓｅｃ－ブチルフェ

ニル 

CAS 番号 3766-81-2 

 5 

項目 

有害性情報の有無 不確実係数積の算出 

PNEC 値(mg/L) 
栄養段階 生産者 一次消費者 二次消費者 

不確実性 
不確実係数

積 毒性分類 
慢 性

（AC）  

急 性

（AA） 

慢 性

（CC）  

急 性

（CA） 

慢 性

（FC）  

急 性

（FA） 

2017. ○ . ○

現在 
毒性値等(mg/L) 1.8 33 0.0003 0.0102 × 9.78 

S×F 

CC(0.0003)/5<

FA(9.78) /100

のため 

50（5×10） 0.0003/50＝.000006 

不足データ

が得られた

場合の不確

実係数積等

の変化 

二次消費者慢性

毒性値が得られ

た場合 

○ ○ ○ ○ ● ○ F 10 Min(1.8, 0.0003, FC)/10 

注釈） 6 

○：有害性情報が現在得られている、●：有害性情報が得られたと仮定する、×：有害性情報が得られていない 7 

AC：生産者慢性毒性値、AA:生産者急性毒性値、CC:一次消費者慢性毒性値、CA：一次消費者急性毒性値、FC：二次消費者慢性毒性値、FA：二次消8 
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費者急性毒性値 9 

不確実係数積の算出：A 急性慢性毒性比（ACR）、S 生物種間差、F 室内から野外への外挿 10 

Min（ ）：（ ）内の数値の最小値 11 

 12 

 13 
＜情報の提供により不確実性が低減される例＞ 14 

 二次消費者の慢性毒性に係る有害性情報が得られれば、種間外挿に関する不確実性を考慮する必要が無くなるため、不確実係数積は最小の 10 に15 
まで低減される。その際の PNEC値は、得られた慢性毒性値のうち最小値を 10 で除したものになる。仮に一次消費者の慢性毒性値が三栄養段階の16 
慢性毒性値のうちの最小値であるとすれば、PNEC 値は 0.00003mg/L になり、現在得られている情報から算出した PNEC値よりも 5倍大きな値と17 
なる。 18 

 19 

  20 
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＜別添 有害性情報の概要＞ 21 

表１．PNEC値算出の候補となる毒性データ一覧 22 

No 

生物種 
被験物質

純度(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露期

間

（日） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性ラ

ンク1 
出典 備考 栄養段

階 

生物分

類 
生物種 種名 急慢 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟ

ｲﾝﾄ 
影響内容 

1 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchneriella 

subcapitata 
99.8 慢性 NOEC GRO(RATE) 3 1.8 — 【1】  

2 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchneriella 

subcapitata 
 慢性 NOEC GRO(RATE) 3 2.98 — 【2】  

3 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchneriella 

subcapitata 
99.8 急性 EC50 GRO(RATE) 3 33 — 【1】  

4 生産者 藻類 
ムレミカヅキ

モ（緑藻） 

Pseudokirchneriella 

subcapitata 
 急性 EC50 GRO(RATE) 3 41.5 — 【2】  

5 
一次消

費者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 99.8 慢性 NOEC REP 21 0.0003  【1】  

7 
一次消

費者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna  急性 EC50 IMM 2 0.0102 — 【2】  

6 
一次消

費者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 99.8 急性 EC50 IMM 2 0.0144 — 【1】  

8 
一次消

費者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna  急性 EC50 IMM 2 0.035  【3】  

9 
二次消

費者 
魚類 メダカ Oryzias latipes 99.8 急性 LC50 MOR 4 9.78 — 【1】  

10 
二次消

費者 
魚類 コイ Cyprinus carpio  急性 LC50 MOR 4 25.2 — 【2】  

11 
二次消

費者 
    慢性       該当データなし 

  23 

                                                      

1 * — : 水産動植物登録保留基準審査済み 
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表２．PNEC 値算出候補とならない毒性データ一覧（試験条件等の情報不足、試験法からの明らかな逸脱等） 24 

No 
生物種 被験物質

純度(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露期間

（日） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性

ランク 
出典 備考 

栄養段階 生物分類 生物種 種名 急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内容 

1 
一次消費

者 
甲殻類 ヌカエビ 

Paratya compressa ssp. 
improvisa   

急性 LC50 MOR 4 0.00505 － 【4】 二次文献 

2 
一次消費

者 
その他 

コガタシマトビ

ケラ 

Cheumatopsyche 
brevilineata   

急性 EC50 IMM 2 0.00948 － 【5】 推奨種以外 

3 
一次消費

者 
甲殻類 ヌカエビ 

Paratya compressa ssp. 
improvisa 

>99 急性 LC50 MOR 2 ~0.01 3 【6】 ばく露期間が不適 

4 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 

  
急性 EC50 IMM 1 0.037 － 【7】 

2 日間ばく露のデータがあるた

め、用いない 

5 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 

  
急性 LC50 MOR 8 0.0375 3 【7】 ばく露期間が不適 

6 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna >99 急性 LC50 MOR 2 ~0.1 4 【6】 試験条件等が不明 

7 
一次消費

者 
甲殻類 タマミジンコ Moina macrocopa >99 急性 LC50 MOR 2 >0.1 － 【6】 推奨種以外 

8 
一次消費

者 
その他 フタバカゲロウ Cloeon dipterum 

  
急性 LD50 MOR 2 0.17 － 【8】 推奨種以外 

9 
一次消費

者 
その他 フタバカゲロウ Cloeon dipterum 

  
急性 LD50 MOR 1 0.2 － 【8】 推奨種以外 

10 
一次消費

者 
その他 フタバカゲロウ Cloeon dipterum 

  
急性 LD50 MOR 0.25 0.32 － 【8】 推奨種以外 

11 
一次消費

者 
その他 フタバカゲロウ Cloeon dipterum 

  
急性 LD50 MOR 0.125 0.38 － 【8】 推奨種以外 

12 
一次消費

者 
その他 ヌマガエル Rana limnocharis 50 急性 LC50 MOR 2 8.648 － 【9】 推奨種以外 

13 
一次消費

者 
その他 

リュウキュウア

サリ属 
Tapes philippinarum 

  
急性 LC50 MOR 4 13 － 【10】 推奨種以外 

14 
一次消費

者 
その他 カワニナ 

Semisulcospira 
libertina   

急性 LC50 MOR 2 18 － 【11】 推奨種以外 

15 
一次消費

者 
その他 

リュウキュウア

サリ属 
Tapes philippinarum 

  
急性 LC50 MOR 3 24 － 【10】 推奨種以外 

16 
一次消費

者 
その他 

リュウキュウア

サリ属 
Tapes philippinarum 

  
急性 LC50 MOR 2 26 － 【10】 推奨種以外 

17 
一次消費

者 
その他 サカマキガイ科 Physella acuta 

  
急性 LC50 MOR 2 30 － 【11】 推奨種以外 

18 
一次消費

者 
その他 

リュウキュウア

サリ属 
Tapes philippinarum 

  
急性 LC50 MOR 1 >32 － 【10】 推奨種以外 

19 
一次消費

者 
その他 タニシ属 

Cipangopaludina 
malleata   

急性 LC50 MOR 2 34 － 【11】 推奨種以外 
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No 
生物種 被験物質

純度(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露期間

（日） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性

ランク 
出典 備考 

栄養段階 生物分類 生物種 種名 急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内容 

20 
一次消費

者 
その他 

インドヒラマキ

ガイ 
Indoplanorbis exustus 

  
急性 LC50 MOR 2 40 － 【11】 推奨種以外 

21 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 

  
慢性 LOEC PROG <=13 

0.025-

0.050 
3 【7】 ばく露期間が不適 

22 
一次消費

者 
甲殻類 オオミジンコ Daphnia magna 

  
慢性 LOEC TFPG <=13 

0.025-

0.050 
3 【7】 ばく露期間が不適 

23 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 50 急性 LC50 MOR 2 0.115 － 【12】 推奨種以外 

24 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 

  
急性 LC50 MOR 2 0.64 － 【13】 推奨種以外 

25 
二次消費

者 
魚類 グッピー Poecilia reticulata 

  
急性 LC50 MOR 2 0.8 3 【13】 ばく露期間が不適 

26 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 98.3 急性 LC50 MOR 4 1.47 － 【14】 推奨種以外 

27 
二次消費

者 
魚類 コイ Cyprinus carpio 

  
急性 LC50 MOR 2 1.6 3 【15】 ばく露期間が不適 

28 
二次消費

者 
魚類 コイ Cyprinus carpio 95 急性 LC50 MOR 4 1.7 4 【16】 試験条件等不明 

29 
二次消費

者 
魚類 グッピー Poecilia reticulata 

  
急性 LC50 MOR 1 1.85 3 【13】 ばく露期間が不適 

30 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Tilapia sp. 96.5 急性 LC50 MOR 2 1.8698 － 【15】 推奨種以外 

31 
二次消費

者 
魚類 カダヤシ Gambusia affinis 95 急性 LC50 MOR 2 2.6 － 【16】 推奨種以外 

32 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 50 急性 LC50 MOR 4 3.6 － 【17】 推奨種以外 

33 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 50 急性 LC50 MOR 2 3.6 － 【17】 推奨種以外 

34 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 50 急性 LC50 MOR 2 3.6 － 【17】 推奨種以外 

35 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 50 急性 LC50 MOR 4 3.6 － 【17】 推奨種以外 

36 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 50 急性 LC50 MOR 1 3.7 － 【17】 推奨種以外 

37 
二次消費

者 
魚類 カダヤシ Gambusia affinis 96.5 急性 LC50 MOR 2 3.789 － 【15】 推奨種以外 

38 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 50 急性 LC50 MOR 1 4.2 － 【17】 推奨種以外 

39 
二次消費

者 
魚類 コイ Cyprinus carpio 

  
急性 LC50 MOR 4 5.8 － 【18】 原著入手不可文献 
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No 
生物種 被験物質

純度(%) 

ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ等 暴露期間

（日） 

毒性値 

（mg/L） 

信頼性

ランク 
出典 備考 

栄養段階 生物分類 生物種 種名 急慢 ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ 影響内容 

40 
二次消費

者 
魚類 コイ Cyprinus carpio 

  
急性 LC50 MOR 3 6.6 － 【18】 原著入手不可文献 

41 
二次消費

者 
魚類 コイ Cyprinus carpio 

  
急性 LC50 MOR 2 7.5 － 【18】 原著入手不可文献 

42 
二次消費

者 
魚類 コイ Cyprinus carpio 

  
急性 LC50 MOR 1 8.3 － 【18】 原著入手不可文献 

43 
二次消費

者 
魚類 カワスズメ属 Oreochromis niloticus 50 急性 LC50 MOR 2 9 － 【12】 推奨種以外 

44 
二次消費

者 
魚類 

タイワンドジョ

ウ属 
Channa striata 50 急性 LC50 MOR 4 11.4 － 【19】 推奨種以外 

45 
二次消費

者 
魚類 コイ Cyprinus carpio 

  
急性 LC50 MOR 2 12.6 3 【15】 ばく露期間が不適 

46 
二次消費

者 
魚類 タナゴ属 

Acheilognathus 
moriokae   

急性 LC50 MOR 2 16 － 【20】 推奨種以外 

47 
二次消費

者 
魚類 ウナギ Anguilla japonica 

  
急性 LC50 MOR 1 19 － 【21】 推奨種以外 

48 
二次消費

者 
魚類 コイ Cyprinus carpio 

  

 

  

 -   3 

Yoshida & 

Nishiuchi(

1972); 

Nishiuchi(

1974) 

 

49 － その他 ヌカカ科 Culicoides schultzei     LC50 MOR 0.5 1.7 － 【22】 推奨種以外 

注）「化審法における優先評価化学物質に関するリスク評価の技術ガイダンス Ⅲ．生態影響に関する有害性評価」での収集範囲に含まれる有害性情報を整25 

理した。 26 

略語 27 

[エンドポイント]EC50（Median Effective Concentration）：半数影響濃度、LC50（Median Lethal Concentration）：半数致死濃度、LD50（Median 28 

Lethal Dose）：半数致死用量、LOEC（Lowest Observed Effect Concentration）：最小影響濃度、NOEC（No Observed Effect Concentration）：無影29 

響濃度 30 

[影響内容]GRO（Growth）：生長・成長、IMM（Immobilization）：遊泳阻害、MOR（Mortality）：死亡、PROG（Progeny counts/numbers）：産仔31 

数、REP（Reproduction）：繁殖・再生産、TFPG（Time to first progeny）：初回産仔時間 32 

（ ）内：試験結果の算出法 RATE：生長速度より求める方法（速度法）  33 
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